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町
民
皆
さ
ま
と
と
も
に
、
輝
か

し
い
新
年
を
祝
福
で
き
ま
す
こ
と

を
心
よ
り
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

私
た
ち
は
、
１
年
の
始
め
に
家

族
が
皆
そ
ろ
っ
て
祝
う
お
正
月
が

あ
り
ま
す
。

前
の
年
を
振
り
返
り
見
つ
め
直

し
て
新
し
い
年
の
計
画
を
ス
タ
ー

ト
さ
せ
る
節
目
に
も
当
た
る
良
い

機
会
と
し
て
新
年
を
迎
え
ま
す
。

年
が
改
ま
る
新
年
は
心
機
一
転

の
好
機
で
も
あ
り
、
た
い
へ
ん
意

味
深
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

私
も
心
を
新
た
に
「
心
豊
か
な

安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
町
づ

く
り
」
を
目
指
し
て
、
町
民
の
皆

さ
ま
が
こ
の
町
に
住
ん
で
良
か
っ

た
。
子
供
た
ち
も
こ
の
町
に
ず
っ

と
住
ん
で
い
た
い
、
と
思
わ
れ
る

よ
う
な
町
に
で
き
る
よ
う
に
、
暮

ら
し
の
基
本
設
計
を
常
に
見
つ
め

な
お
し
て
、
皆
さ
ま
の
生
活
が
よ

り
向
上
で
き
ま
す
よ
う
努
力
し
て

ま
い
り
ま
す
。

さ
て
、
昨
年
４
月
か
ら
自
治

会
・
連
合
会
制
度
へ
移
行
し
ま
し

た
。
自
治
会
に
は
「
地
域
の
人
た

ち
が
自
分
た
ち
の
地
域
は
自
分
で

守
り
、
育
て
る
、
協
働
の
町
づ
く

り
」
と
い
う
こ
と
期
待
す
る
も
の

で
あ
り
ま
す
。

町
と
自
治
会
が
互
い
に
連
携
・

協
力
し
て
皆
さ
ま
の
暮
ら
し
や
す

い
生
活
環
境
を
目
指
し
て
い
く
こ

と
が
大
き
な
目
的
で
も
あ
り
ま
す
。

す
で
に
そ
れ
ぞ
れ
の
自
治
会
が

意
義
あ
る
活
動
を
展
開
し
て
お

り
ま
す
。
福
祉
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

事
業
と
連
携
し
な
が
ら
、
以
前

よ
り
も
よ
り
充
実
し
た
高
齢
者

対
応
や
防
犯
対
策
、
児
童
福
祉

の
活
動
に
取
り
組
ま
れ
て
お

り
、
特
に
資
源
ご
み
の
回
収
な

ど
に
は
大
き
な
実
績
を
上
げ
て

お
り
ま
し
て
、
ご
同
慶
に
堪
え

な
い
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
町

民
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
得
な
が

ら
更
な
る
ご
活
動
を
期
待
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

ま
た
、
昨
年
は
女
性
防
火
ク

ラ
ブ
が
お
よ
そ
１
６
０
人
の
会

員
に
よ
っ
て
発
足
さ
れ
、
予
防

消
防
の
啓
発
活
動
を
は
じ
め
、

心
肺
蘇
生
法
の
勉
強
な
ど
に
取

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
ご
家
族
皆
さ
ま
と

輝
か
し
い
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と

と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

政
局
を
１
年
振
り
返
っ
て
み
ま

す
と
、
１
月
に
新
テ
ロ
対
策
特
別

措
置
法
を
「
ね
じ
れ
国
会
」
の
た

め
衆
議
院
の
再
可
決
で
成
立
さ
せ

て
か
ら
、
道
路
特
定
財
源
、
年
金

記
録
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
な

ど
、
数
々
の
問
題
が
重
な
り
内
閣

の
支
持
率
が
下
が
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
。

こ
の
た
め
、昨
年
の
９
月
に
は
、

本
県
選
出
の
福
田
康
夫
首
相
が
突

然
、
辞
意
を
表
明
し
、
首
相
が
２

代
続
け
て
わ
ず
か
１
年
で
代
わ
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。
７
月
の
洞
爺

湖
サ
ミ
ッ
ト
で
は
議
長
を
務
め
、

８
月
に
は
内
閣
を
改
造
し
、
こ
れ

か
ら
だ
と
思
っ
て
い
た
の
に
残
念

で
な
り
ま
せ
ん
。

ま
た
麻
生
新
内
閣
で
は
、
中
曽

根
弘
文
先
生
（
外
相
）、
小
渕
優

子
先
生
（
少
子
化
担
当
相
）
が
就

任
し
ま
し
た
。

世
界
の
経
済
は
米
国
の
サ
ブ
プ

ラ
イ
ム
ロ
ー
ン
問
題
に
端
を
発

し
、
ア
メ
リ
カ
証
券
大
手
の
リ
ー

マ
ン
・
ブ
ラ
ザ
ー
ズ
が
９
月
に
経

営
破
綻
し
金
融
不
安
が
一
気
に
世

界
中
に
広
が
り
株
価
が
暴
落
し
ま

し
た
。
さ
ら
に
、
ほ
ぼ
全
産
業
の

業
績
が
急
速
に
悪
化
し
世
界
同
時

不
況
に
陥
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

国
内
に
お
い
て
も
、
原
油
先
物

心
豊
か
な

安
全
安
心
の
町
づ
く
り
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岡
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り
組
ん
で
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

消
防
団
と
と
も
に
、
安
心
の
町

づ
く
り
の
た
め
に
今
後
の
ご
活
躍

を
期
待
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

さ
て
、
吉
岡
町
は
昨
年
群
馬
県

で
１
番
が
４
つ
あ
り
ま
し
た
。
①

出
生
率
１
・
１
４
②
男
性
の
長
寿

79
・
６
歳
③
人
口
の
伸
び
率
２
・

０
１
④
町
の
職
員
は
１
０
６
人
で

職
員
一
人
あ
た
り
町
民
１
７
９
人
。

全
国
で
１
番
も
あ
り
ま
す
。
Ｅ

Ｔ
Ｃ
駒
寄
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
平
均
利

用
台
数
４，

３
０
０
台
／
日
。
多

い
と
き
は
５，

３
０
０
台
／
日
の

と
き
も
あ
り
ま
す
。

県
や
周
辺
市
町
村
と
の
連
携
を

深
め
、
駒
寄
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
を
大

型
車
が
利
用
可
能
と
な
る
よ
う
に

す
る
こ
と
、
ア
ク
セ
ス
道
路
網
の

整
備
に
よ
っ
て
優
良
企
業
な
ど
を

積
極
的
に
誘
致
し
て
周
辺
地
域
の

活
性
化
に
努
め
ま
す
。

国
道
17
号
の
前
橋
・
渋
川
バ
イ

パ
ス
の
工
事
も
順
調
に
進
ん
で
い

ま
す
。
漆
原
に
予
定
し
て
い
る
道

の
駅
「
よ
し
お
か
温
泉
」
の
場
所

が
ほ
ぼ
決
定
し
、
運
営
の
方
法
な

ど
具
体
化
策
に
つ
い
て
検
討
を
重

ね
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
施
設
の

設
計
業
者
の
選
定
に
つ
い
て
は
昨

年
10
月
18
日
に
町
民
に
公
開
し
て

行
っ
た
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
で
指
名
し

た
７
社
か
ら
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ

ョ
ン
お
よ
び
ヒ
ア
リ
ン
グ
に
よ
っ

て
委
託
業
者
を
選
定
し
ま
し
た
。

結
果
、
よ
し
お
か
温
泉
リ
バ
ー

ト
ピ
ア
吉
岡
と
天
神
東
公
園
の
活

用
も
含
め
て
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
テ
ー

マ
パ
ー
ク
・
風
力
発
電
所
・
水
力

発
電
所
ま
で
取
り
込
ん
だ
構
想
を

発
表
し
た
設
計
者
に
決
定
を
し
ま

し
た
。
周
辺
の
環
境
や
町
の
将
来

構
想
も
考
慮
さ
れ
た
も
の
で
あ

り
、
将
来
が
楽
し
み
で
す
。

建
設
さ
れ
る
物
産
館
で
は
、
単

な
る
通
過
点
の
休
憩
所
で
な
く
、

地
場
野
菜
を
中
心
と
す
る
「
地
産

地
消
」
を
第
一
目
的
と
と
ら
え
、

そ
れ
に
ふ
さ
わ
し
い
町
の
特
産
物

の
直
売
を
考
え
た
経
営
が
期
待
さ

れ
ま
す
。

ま
た
、
漁
協
と
手
を
結
び
新
鮮

な
魚
が
並
ぶ
の
も
夢
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、

「
よ
し
お
か
温
泉
リ
バ
ー
ト
ピ
ア

吉
岡
」
の
集
客
力
も
大
幅
な
向
上

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

さ
て
、
昨
年
も
吉
岡
中
が
文
武

両
道
の
成
果
を
あ
げ
て
い
ま
す
。

文
化
面
で
は
吹
奏
楽
部
が
県
コ

ン
ク
ー
ル
銅
賞
・
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

コ
ン
テ
ス
ト
木
管
八
重
奏
金
賞
、

合
唱
部
が
Ｎ
Ｈ
Ｋ
コ
ン
ク
ー
ル
銀

賞
・
Ｔ
Ｂ
Ｓ
コ
ン
ク
ー
ル
優
秀

賞
、
文
芸
部
細
矢
萌
く
ん
が
全
国

小
中
学
校
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
県
大

会
最
優
秀
賞
に
輝
き
ま
し
た
。

武
の
面
で
は
、
関
東
大
会
に

男
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
・
サ
ッ
カ

ー
が
第
３
位
、
陸
上
棒
高
跳
び

田
中
亘
く
ん
が
準
優
勝
、
卓
球

女
子
シ
ン
グ
ル
ス
森
川
春
花
さ

ん
が
二
回
戦
へ
。全
国
大
会
は
、

サ
ッ
カ
ー
二
回
戦
、
棒
高
跳
び

田
中
亘
く
ん
が
準
優
勝
、
駅
伝

男
子
チ
ー
ム
は
県
で
４
年
連
続

優
勝
し
、
山
梨
県
で
行
わ
れ
た

関
東
大
会
で
は
み
ご
と
優
勝
と

い
う
輝
か
し
い
成
績
を
収
め
ま

し
た
。そ
し
て
12
月
21
日
に
は
、

山
口
県
で
行
わ
れ
た
全
国
大
会

に
も
出
場
し
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
す
ば
ら
し
い
成
果

は
、
心
豊
か
な
町
づ
く
り
の
厚

い
基
礎
に
な
る
と
確
信
し
て
い

ま
す
。

毎
年
、
町
民
の
皆
さ
ま
に
夢

と
希
望
を
与
え
て
い
た
だ
い
て

い
る
こ
と
に
心
か
ら
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

結
び
に
、
町
民
の
皆
さ
ま
の

ご
健
康
と
ご
清
福
を
ご
祈
念
申

し
上
げ
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

と
致
し
ま
す
。

平
成
21
年
正
月

市
場
に
投
機
マ
ネ
ー
が
流
入
し
た

こ
と
に
よ
り
、
春
先
か
ら
ガ
ソ
リ

ン
価
格
が
急
騰
し
、
８
月
上
旬
に

は
過
去
最
高
を
記
録
し
、
そ
の
後

急
落
し
ま
し
た
。
不
況
で
仕
事
も

急
減
し
、
先
の
見
え
な
い
状
況
が

続
き
そ
う
で
す
。

し
か
し
明
る
い
話
題
で
は
、
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
の
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
女

子
決
勝
で
、上
野
由
岐
子
投
手
が
、

２
日
間
３
連
戦
を
１
人
で
「
４
１

３
球
」
を
投
げ
抜
い
た
こ
と
が
、

今
で
も
感
動
と
し
て
心
に
残
っ
て

い
ま
す
。

町
の
こ
と
を
振
り
返
り
ま
す

と
、
人
口
は
順
調
に
伸
び
11
月
に

は
、
１
万
９
千
人
を
超
え
、
県
内

の
市
町
村
の
中
で
の
伸
び
率
は
ト

ッ
プ
で
す
。
こ
の
た
め
、
平
成
16

年
に
完
成
し
た
駒
寄
小
学
校
も
、

特
別
教
室
を
普
通
教
室
に
変
え
、

授
業
を
行
っ
て
い
る
状
況
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
人
口
の
伸
び
が
予

測
さ
れ
、小
・
中
学
校
の
増
築
や
、

老
朽
化
し
た
中
学
校
の
体
育
館
の

建
て
替
え
も
考
え
な
く
て
は
な
り

ま
せ
ん
。

平
成
22
年
春
開
通
予
定
の
前
渋

バ
イ
パ
ス
は
、
順
調
に
工
事
が
進

ん
で
お
り
、
ア
ク
セ
ス
道
路
「
漆

原
南
原
線
」
も
発
注
に
な
り
ま
し

た
。
ま
た
、
道
の
駅
「
よ
し
お
か

温
泉
」
も
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
に
よ
っ

市
場
に
投
機
マ
ネ
ー
が
流
入
し
た

こ
と
に
よ
り
、
春
先
か
ら
ガ
ソ
リ

ン
価
格
が
急
騰
し
、
８
月
上
旬
に

は
過
去
最
高
を
記
録
し
、
そ
の
後

急
落
し
ま
し
た
。
不
況
で
仕
事
も

急
減
し
、
先
の
見
え
な
い
状
況
が

続
き
そ
う
で
す
。

し
か
し
明
る
い
話
題
で
は
、
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
の
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
女

子
決
勝
で
、上
野
由
岐
子
投
手
が
、

２
日
間
３
連
戦
を
１
人
で
「
４
１

３
球
」
を
投
げ
抜
い
た
こ
と
が
、

今
で
も
感
動
と
し
て
心
に
残
っ
て

い
ま
す
。

町
の
こ
と
を
振
り
返
り
ま
す

と
、
人
口
は
順
調
に
伸
び
11
月
に

は
、
１
万
９
千
人
を
超
え
、
県
内

の
市
町
村
の
中
で
の
伸
び
率
は
ト

ッ
プ
で
す
。
こ
の
た
め
、
平
成
16

年
に
完
成
し
た
駒
寄
小
学
校
も
、

特
別
教
室
を
普
通
教
室
に
変
え
、

授
業
を
行
っ
て
い
る
状
況
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
人
口
の
伸
び
が
予

測
さ
れ
、小
・
中
学
校
の
増
築
や
、

老
朽
化
し
た
中
学
校
の
体
育
館
の

建
て
替
え
も
考
え
な
く
て
は
な
り

ま
せ
ん
。

平
成
22
年
春
開
通
予
定
の
前
渋

バ
イ
パ
ス
は
、
順
調
に
工
事
が
進

ん
で
お
り
、
ア
ク
セ
ス
道
路
「
漆

原
南
原
線
」
も
発
注
に
な
り
ま
し

た
。
ま
た
、
道
の
駅
「
よ
し
お
か

温
泉
」
も
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
に
よ
っ

て
設
計
業
者
が
決
ま
り
、
設
計
に

入
っ
て
い
ま
す
。
物
産
館
は
、
設

立
総
会
も
皆
さ
ま
の
協
力
に
よ
り

無
事
に
済
み
、
22
年
４
月
オ
ー
プ

ン
に
向
け
て
準
備
が
進
ん
で
お
り

ま
す
。

駒
寄
パ
ー
キ
ン
グ
周
辺
整
備
で

は
、
ア
ク
セ
ス
道
路
（
仮
称
）「
赤

城
榛
名
広
域
道
路
」
の
大
松
交
差

点
か
ら
西
へ
８
５
０
ｍ
を
、
県
が

第
一
期
工
事
と
し
、
地
元
説
明
会

を
行
い
現
在
測
量
実
施
中
で
す
。

な
お
県
道
高
渋
線
は
南
か
ら
工

事
が
進
ん
で
お
り
ま
す
。

自
主
財
源
で
あ
る
町
税
は
、
人

口
の
増
や
開
発
が
進
む
な
か
で
、

20
億
を
超
え
ま
し
た
。
一
方
、
国

保
の
歳
出
総
額
も
十
二
月
補
正
後

で
、
18
億
５
千
万
円
。
介
護
保
険

の
歳
出
総
額
も
12
月
補
正
後
で
、

約
８
億
５
千
万
円
と
伸
び
て
い
ま

す
。今

年
は
政
局
の
混
迷
と
、
景
気

が
よ
り
悪
化
す
る
と
思
わ
れ
ま
す

が
、
町
民
皆
さ
ま
と
一
丸
に
な
っ

て
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
今

年
が
良
い
年
に
な
り
ま
す
よ
う
ご

祈
念
申
し
上
げ
新
年
の
あ
い
さ
つ

と
致
し
ま
す
。

平
成
21
年
正
月

て
設
計
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、
設
計
に

入
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い
ま
す
。
物
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、
設
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ま
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り

無
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に
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み
、
22
年
４
月
オ
ー
プ

ン
に
向
け
て
準
備
が
進
ん
で
お
り

ま
す
。

駒
寄
パ
ー
キ
ン
グ
周
辺
整
備
で

は
、
ア
ク
セ
ス
道
路
（
仮
称
）「
赤

城
榛
名
広
域
道
路
」
の
大
松
交
差

点
か
ら
西
へ
８
５
０
ｍ
を
、
県
が

第
一
期
工
事
と
し
、
地
元
説
明
会

を
行
い
現
在
測
量
実
施
中
で
す
。

な
お
県
道
高
渋
線
は
南
か
ら
工

事
が
進
ん
で
お
り
ま
す
。

自
主
財
源
で
あ
る
町
税
は
、
人

口
の
増
や
開
発
が
進
む
な
か
で
、

20
億
を
超
え
ま
し
た
。
一
方
、
国

保
の
歳
出
総
額
も
十
二
月
補
正
後

で
、
18
億
５
千
万
円
。
介
護
保
険

の
歳
出
総
額
も
12
月
補
正
後
で
、

約
８
億
５
千
万
円
と
伸
び
て
い
ま

す
。今

年
は
政
局
の
混
迷
と
、
景
気

が
よ
り
悪
化
す
る
と
思
わ
れ
ま
す

が
、
町
民
皆
さ
ま
と
一
丸
に
な
っ

て
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
今

年
が
良
い
年
に
な
り
ま
す
よ
う
ご

祈
念
申
し
上
げ
新
年
の
あ
い
さ
つ

と
致
し
ま
す
。

平
成
21
年
正
月
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▼
申
告
方
法

※
毎
年
３
月
15
日

(

平
成
21
年
は
３
月
16
日
）
ま
で

に
１
月
１
日
現
在
の
住
所
地
（
住

民
登
録
地
）
の
市
区
町
村
に
申
告

○
給
与
所
得
の
み
で
年
末
調
整
が

済
ん
で
い
る
人

▼
持
参
す
る
も
の

平
成
20
年
分

源
泉
徴
収
票
原
本
（
年
末
調
整

済
）、
印
鑑

▼
確
認
す
る
こ
と

居
住
開
始
年

月
日
（
申
告
書
に
記
載
し
ま
す
）

▼
受
付
場
所

役
場
財
務
課
税
務

室
（
②
番
の
窓
口
）

▼
受
付
期
間

２
月
３
日(

火)

〜

２
月
10
日(

火)

※
土
・
日
曜
日

を
除
く

○
確
定
申
告
を
す
る
人

・
確
定
申
告
期
間
（
２
月
16
日
か

ら
３
月
16
日
）
中
に
、
確
定
申
告

書
と
一
緒
に
住
宅
借
入
金
等
特
別

税
額
控
除
申
告
書
を
高
崎
税
務
署

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

・
確
定
申
告
済
で
住
民
税
の
住
宅

借
入
金
等
特
別
税
額
控
除
申
告
書

を
提
出
し
て
い
な
い
人
は
、
居
住

開
始
年
月
日
を
確
認
の
上
、
平
成

20
年
分
確
定
申
告
書
の
控
え
と
印

鑑
を
持
参
し
、
町
役
場
で
申
告
を

し
て
く
だ
さ
い
。

＊
町
県
民
税
の
課
税
基
準
な
ど
に

よ
り
控
除
の
該
当
に
な
ら
な
い
場

合
も
あ
り
ま
す
。

＊
内
容
な
ど
に
つ
い
て
ご
不
明
な

点
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
お
気
軽

に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
先

役
場
財
務
課
税
務
室

牲
54
・
３
１
１
１
（
内
線
１
３
６)

○給与所得のみで年末調整が済んでいる人（源泉徴収票でご確認ください）�
該当するかどうかの確認方法�

○確定申告をする人（確定申告書でご確認ください）�

支　払�

を受け�

る　者�

住
所
又
は
居
所�

氏
　
名�

種別� 支払金額�

控除対象配偶者�
の有無等�

（摘要）住宅借入金等特別控除可能額� 円　　　国民年金保険料等の金額    円�配偶者の合計所得�

個人年金保険料の金額�

旧長期損害保険料の金額�

円�

配偶者特別�
控除の額�

扶養親族の数�
(配偶者を除く）�

障害者の数�
(本人を除く）�

給与所得控除後の金額� 所得控除の額の合計額� 源泉徴収税額�

源泉徴収税額�
が「０円」であること�
が条件になります。��
�

所得税額からの�
控除額です。�

①�

①�
☆�
�
②�

☆�
☆�
☆�
③�

②� ③�

④�

給料・賞与�

老
人�

有� 無�

従
有�

従
無�

特定� 老人� その他� 特別� その他�

社会保険料�
等の金額�

生命保険料�
の控除額�

地震保険料�
の控除額�

住宅借入金�
等特別控除�
の額�

⑤�

課 税 さ れ る 所 得 金 額 �

上 に 対 す る 税 額 �

配 当 控 除 �

（ 特 定 増 改 築 等 ）�
住 宅 借 入 金 等 特 別 控 除 �

政 党 寄 付 金 特 別 控 除 �

住 宅 耐 震 改 修 特 別 控 除 �

電 子 証 明 書 等 特 別 控 除 �

差 引 所 得 税 額 �

税
金
の
計
算�

確定申告書第一表右列�

平成20年分　給与所得の源泉徴収票�

平成　年分の所得税の　　　　申告書�

営業等�

農業� 上に対する税額�

課税される所得金額�

配偶者の合計所得金額�

不動産�

収
入
金
額
等�

税
金
の
計
算�

そ
の
他�

事
業�

〜� 〜�

〜�

営業等�

農業�

不動産�

雑損控除�

医療費控除�

社会保険料控除�

所
得
金
額�

所
得
か
ら
差
し
引
か
れ
る
金
額�

事
業�

〜�

〜�

①の金額が�
②より大きい�

③が「０円」�
である�

⑤の金額が�
④より大きい�かつ� かつ�

町県民税からの控除が�
適用になる�

（適用にならない場合もあります）�

①に金額が�
記載されている�

②の金額が①の�
金額より大きい�

③の金額が�
「０円」である�かつ� かつ�

町県民税からの控除が�
適用になる�

（適用にならない場合もあります）�
左記の条件を満たしていて、☆印�
欄にも金額の記載がある場合は、�
お尋ねください。�

※
確
定
申
告
期
間
中
は
混

雑
す
る
た
め
、
な
る
べ
く

受
付
期
間
中
に
申
告
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

●該当する場合平成21年度の町県民税の納税額が少なくなります。
●会社で行う年末調整・確定申告だけでは町県民税からの控除は受けられません。

☆平成11年から平成18年までに入居し、所得税の住宅借入金等特別控除を受けている人で、次のい
ずれかの条件を満たす人
○税源移譲により所得税が減少した結果、住宅借入金等特別控除限度額が所得税額より大きくなる人
○税源移譲前の税制でも住宅借入金等特別控除限度額が控除しきれなかったが、税源移譲によって、
控除しきれない額が大きくなる人

対　象　者�



在
宅
で
の
サ
ー
ビ
ス

◆
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
に
つ
い
て

相
談
し
た
い

居
宅
介
護
支
援
…
ケ
ア
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
が
ケ
ア
プ
ラ
ン
を
作
成

す
る
ほ
か
、
利
用
者
が
安
心
し

て
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
で
き

る
よ
う
支
援
し
ま
す(

ケ
ア
プ

ラ
ン
の
作
成
お
よ
び
相
談
は
無

料
で
す)

。

◆
自
宅
を
訪
問
し
て
も
ら
う

訪
問
介
護
…
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー

が
訪
問
し
、
身
体
介
護
や
生
活

援
助
を
行
い
ま
す
。

訪
問
入
浴
介
護
…
移
動
入
浴
車

な
ど
で
訪
問
し
、
入
浴
の
介
助

を
行
い
ま
す
。

訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
…

リ
ハ
ビ
リ
の
専
門
家
が
訪
問
し

ま
す
。

◆
お
医
者
さ
ん
の
指
導
の
も
と
、

自
宅
で
助
言
・
管
理
を
う
け
る

居
宅
療
養
管
理
指
導
…
医
師
、

歯
科
医
師
、
薬
剤
師
、
歯
科
衛

生
士
な
ど
が
訪
問
し
、
薬
の
飲

み
方
、
食
事
な
ど
療
養
上
の
管

理
・
指
導
を
し
ま
す
。

訪
問
看
護
…
看
護
師
な
ど
が
訪

問
し
、
床
ず
れ
の
手
当
て
や
点

滴
の
管
理
な
ど
を
行
い
ま
す
。

◆
施
設
に
通
う

通
所
介
護
…
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー
で
、
食
事
・
入
浴
な
ど

の
介
護
や
機
能
訓
練
を
日
帰
り

で
受
け
ま
す
。

通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
…

介
護
老
人
保
健
施
設
や
病
院
・

診
療
所
で
、
日
帰
り
の
機
能
訓

練
な
ど
を
受
け
ま
す
。

◆
短
期
間
、
施
設
に
泊
ま
る

短
期
入
所
生
活
介
護
…
介
護
老

人
福
祉
施
設
な
ど
に
短
期
間
入

所
し
て
、
食
事
・
入
浴
な
ど
の

介
護
や
機
能
訓
練
を
受
け
ま
す
。

短
期
入
所
療
養
介
護
…
介
護
老

人
保
健
施
設
な
ど
に
短
期
間
入

所
し
て
、
医
療
や
介
護
、
機
能

訓
練
を
受
け
ま
す
。

◆
施
設
に
入
っ
て
利
用
す
る
居

宅
サ
ー
ビ
ス

特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護
…

有
料
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
で
、
食

事
・
入
浴
な
ど
の
介
護
や
機
能

訓
練
を
受
け
ま
す
。

◆
生
活
環
境
を
整
え
る
サ
ー
ビ
ス

福
祉
用
具
貸
与
…
次
の
12
種
類
が

貸
し
出
し
の
対
象
に
な
り
ま
す
。

①
車
い
す
②
車
い
す
付
属
品

（
ク
ッ
シ
ョ
ン
、
電
動
補
助
装

置
な
ど
）
③
特
殊
寝
台
④
特
殊

寝
台
付
属
品
（
サ
イ
ド
レ
ー
ル
、

マ
ッ
ト
レ
ス
な
ど
）
⑤
床
ず
れ

防
止
用
具
⑥
体
位
変
換
器
⑦
手

す
り
⑧
ス
ロ
ー
プ
⑨
歩
行
器
⑩

歩
行
補
助
つ
え
⑪
認
知
症
老
人

徘
徊
感
知
機
器
⑫
移
動
用
リ
フ

ト
（
つ
り
具
の
部
分
を
除
く
）

※
要
支
援
１
・
２
、
要
介
護
１

の
人
は
①
〜
⑥
、
⑪
、
⑫
は
利

用
で
き
ま
せ
ん
。

福
祉
用
具
購
入
…
次
の
５
種
類

が
購
入
の
対
象
に
な
り
ま
す
。

（
限
度
額:

年
間
10
万
円
ま
で
）

①
腰
掛
便
座
②
特
殊
尿
器
③
入

浴
補
助
用
具
④
簡
易
浴
槽
⑤
移

動
用
リ
フ
ト
の
つ
り
具
部
分

住
宅
改
修
…
次
の
６
種
類
が
工

事
の
対
象
に
な
り
ま
す
。(

限

度
額:

１
人
に
つ
き
20
万
円
ま

で
）
①
手
す
り
の
取
り
付
け
②

段
差
の
解
消
③
滑
り
防
止
、
移

動
の
円
滑
化
な
ど
の
た
め
の
、

床
・
通
路
面
の
材
料
の
変
更
④

引
き
戸
な
ど
へ
の
扉
の
取
り
替

え
⑤
和
式
ト
イ
レ
か
ら
洋
式
ト

イ
レ
な
ど
へ
の
取
り
替
え
⑥
こ

れ
ら
の
工
事
に
付
帯
す
る
工
事

施
設
に
入
所
す
る

サ
ー
ビ
ス

施
設
サ
ー
ビ
ス
は
、
ど
の
よ

う
な
介
護
が
必
要
か
に
よ
っ
て

３
つ
の
タ
イ
プ
に
分
か
れ
ま
す
。

※
要
支
援
の
人
は
利
用
で
き
ま

せ
ん
。

介
護
老
人
福
祉
施
設
…
つ
ね
に

介
護
が
必
要
で
、
自
宅
で
は
介

護
が
で
き
な
い
人
が
対
象
。
食

事
・
入
浴
な
ど
日
常
生
活
の
介

護
や
健
康
管
理
を
受
け
ま
す
。

介
護
老
人
保
健
施
設
…
病
状
が

安
定
し
、
リ
ハ
ビ
リ
に
重
点
を

お
い
た
介
護
が
必
要
な
人
が
対

象
。
医
学
的
な
管
理
の
も
と
で

介
護
や
看
護
、
リ
ハ
ビ
リ
を
受

け
ま
す
。

介
護
療
養
型
医
療
施
設
…
急
性

期
の
治
療
が
終
わ
り
、
病
状
は

安
定
し
て
い
る
が
、
長
期
間
に

わ
た
り
療
養
が
必
要
な
人
が
対

象
。
介
護
体
制
の
整
っ
た
医
療

施
設
（
病
院
）
で
医
療
や
看
護

な
ど
を
受
け
ま
す
。

地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス

住
み
慣
れ
た
地
域
で
生
活
で

き
る
よ
う
に
、
地
域
の
特
性
に

応
じ
た
体
制
で
提
供
す
る
サ
ー

ビ
ス
で
す
。

認
知
症
対
応
型
通
所
介
護
…
認

知
症
の
高
齢
者
が
、
食
事
・
入

浴
な
ど
の
介
護
や
支
援
、
機
能

訓
練
を
日
帰
り
で
受
け
ま
す
。

認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護

(

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム)

…
認
知
症

の
高
齢
者
が
共
同
で
生
活
し
、

食
事
・
入
浴
な
ど
の
介
護
や
支

援
、
機
能
訓
練
が
受
け
ら
れ
ま

す
。
※
要
支
援
１
の
人
は
利
用

で
き
ま
せ
ん
。

▼
問
合
せ
先

役
場
健
康
福
祉
課
福
祉
室

牲
54
・
３
１
１
１
（
内
線
１
５
３)

介護保険の申請をして要介護１～５、要支援１・
２と認定された人は、原則１割の自己負担で介護保
険のサービスを利用できます。ただし、介護度によ
って利用できるサービスが限定されたり、利用料が
変わります。

５ 2009.１
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学

童

学
童
ク
ラ
ブ

平
成
　
年
度
入
所
児
童
を
募
集
し
ま
す

明
治
学
童
ク
ラ
ブ
・
駒
寄
学
童
ク

ラ
ブ
・
駒
寄
校
内
学
童
ク
ラ
ブ
で

は
、
平
成
21
年
度
入
所
児
童
を
募
集

し
ま
す
。

▼
対
象

小
学
校
１
〜
３
学
年
の
児

童
で
、
両
親
や
祖
父
母
が
外
勤
な
ど

に
よ
り
、
放
課
後
家
に
い
な
い
家
庭

の
児
童
の
み
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

※
申
込
者
の
人
数
が
定
員
を
超
え
た

場
合
は
学
年
の
低
い
児
童
や
保
育
に

欠
け
て
い
る
度
合
の
高
い
児
童
を
優

先
に
決
定
し
ま
す
。

▼
申
込
方
法

申
込
書
お
よ
び
就
労

証
明
書
を
健
康
福
祉
課
福
祉
室
窓
口

で
配
付
し
て
お
り
ま
す
。
町
内
に
祖

父
母
が
お
住
ま
い
の
場
合
は
祖
父
母

の
就
労
証
明
書
も
必
要
に
な
り
ま

す
。
記
入
の
上
、
左
記
ま
で
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

▼
提
出
先

新
規
入
所
希
望
児
童
…
健
康
福
祉
課

福
祉
室

現
在
入
所
し
て
い
る
児
童
…
各
学
童

ク
ラ
ブ

▼
申
込
期
限

１
月
16
日(

金)

▼
問
合
せ
先

役
場
健
康
福
祉
課
福
祉
室

牲
54
・
３
１
１
１
（
内
線
１
５
３
）

保

証

平
成
22
年
３
月
31
日
ま
で
受
付

原
材
料
価
格
高
騰
対
応
等
緊
急
保
証
制
度
に
つ
い
て

原
油
高
に
加
え
、
原
材
料
価
格
の

高
騰
や
仕
入
価
格
の
高
騰
を
転
嫁
で

き
て
い
な
い
中
小
企
業
者
の
資
金
繰

り
を
支
援
す
る
た
め
、
従
来
の
「
セ

ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
保
証
」
の
う
ち
、

５
号
の
指
定
業
種
を
１
８
５
業
種
か

ら
６
９
８
業
種
に
拡
大
し
た
「
原
材

料
価
格
高
騰
対
応
等
緊
急
保
証
制

度
」
が
10
月
31
日
か
ら
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。

▼
対
象

指
定
業
種
に
属
し
、
売
上

高
の
減
少
が
対
前
年
同
期
比
３
％
以

上
の
減
少
な
ど
の
要
件
に
該
当
し
、

町
長
か
ら
中
小
企
業
信
用
保
険
法
第

２
条
第
４
項
第
５
号
の
認
定
を
受
け

た
中
小
企
業
者

▼
保
証
限
度
額

一
般
保
証
と
は
別

枠
で
、
無
担
保
保
証
で
８
千
万
円
、

普
通
保
証
で
２
億
円
ま
で
、
信
用
保

証
協
会
の
１
０
０
％
保
証
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。(

保
証
限
度
額
は

既
存
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
保
証
残

高
と
の
合
算
に
な
り
ま
す
。）

▼
対
象
資
金

経
営
安
定
に
必
要
な

事
業
資
金

▼
保
証
料
率

一
般
の
保
証
よ
り
も

低
い
保
証
料
率(

一
律
０.

８
％)

で

利
用
で
き
ま
す
。

▼
保
証
期
間

最
長
10
年
と
長
く
、

据
置
期
間
も
あ
り
、
資
金
繰
り
の
安

定
が
図
れ
ま
す
。

▼
取
扱
期
間

平
成
22
年
３
月
31
日

ま
で

▼
問
合
せ
先

役
場
産
業
建
設
課
産
業
振
興
室

牲
54
・
３
１
１
１
（
内
線
１
６
７)

援

助

保
護
者
の
皆
さ
ん
へ

小
・
中
学
生
の
就
学
援
助
の
受
付

町
で
は
、
経
済
的
な
理
由
の
た
め

就
学
困
難
と
認
め
ら
れ
る
小
・
中
学

生
の
保
護
者
に
、
学
用
品
費
や
学
校

給
食
費
な
ど
の
一
部
を
援
助
し
て
い

ま
す
。(

生
活
保
護
法
に
基
づ
く
教

育
扶
助
の
受
給
者
は
除
き
ま
す)

平
成
21
年
度
に
援
助
を
希
望
す
る

保
護
者
は
、
就
学
援
助
費
交
付
申
請

書
に
記
入
し
て
、
お
子
さ
ん
が
就
学

ま
た
は
就
学
予
定
の
学
校
へ
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
現
在
援
助
を
受
け
て
い
る

人
も
再
度
の
申
請
が
必
要
で
す
。

▼
申
込
締
切

１
月
30
日(
金)

▼
申
請
書
配
布
・
問
合
せ
先

各
小
中
学
校
ま
た
は

教
育
委
員
会
事
務
局
学
校
教
育
室

牲
54
・
３
１
１
１
（
内
線
５
９
４)

21

�
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税

金

住
宅
を
購
入
し
た
人
へ

還
付
申
告
説
明
会
を
開
催

住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
説
明
会

で
は
、
説
明
を
聞
き
な
が
ら
ご
自
分

で
申
告
書
を
作
成
し
提
出
し
て
い
た

だ
き
ま
す
。
開
始
時
間
ま
で
に
お
越

し
く
だ
さ
い
。

▼
期
日

２
月
２
日(

月)
▼
時
間(
２
回
開
催)

・
午
前
10
時
〜
正
午

・
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

▼
場
所

役
場
２
階
　
大
会
議
室

▼
内
容

住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除

(

医
療
費
控
除
は
取
り
扱
い
ま
せ
ん)

▼
対
象

年
末
調
整
を
済
ま
せ
た
給

与
所
得
の
み
の
人
で
、
借
入
金
に
よ

り
住
宅
を
新
築
、
ま
た
は
新
築
住
宅

を
購
入
し
、
20
年
中
に
入
居
し
て
、

住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
の
申
告
を

す
る
人

▼
そ
の
他

控
除
を
受
け
る
た
め
の

要
件
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
先

高
崎
税
務
署

牲
０
２
７
・
３
２
２
・
４
７
１
１

平
成
20
年
分
所
得
税
・
消
費
税

の
確
定
申
告
書
に
つ
い
て
は
、
所

得
税
・
消
費
税
の
確
定
申
告
が
必

要
と
思
わ
れ
る
人
に
、
１
月
末
頃

送
付
す
る
予
定
で
す
。

▼
問
合
せ
先

高
崎
税
務
署

牲
０
２
７
・
３
２
２
・
４
７
１
１

平
成
20
年
分
所
得
税
・

消
費
税
の
確
定
申
告
書
に
つ
い
て



８2009.１

窓

口

３
月
30
日
ま
で
の
毎
週
月
曜
日

窓
口
サ
ー
ビ
ス
の
時
間
外
延
長
を
実
施
中

お
勤
め
の
人
や
共
働
き
世
帯
の
人

が
、
各
種
証
明
書
を
取
得
し
や
す
く

す
る
た
め
、
次
の
内
容
で
試
験
的
に

窓
口
サ
ー
ビ
ス
の
時
間
外
延
長
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

▼
試
行
期
間

３
月
30
日（
月
）
ま

で▼
延
長
期
日
・
時
間

毎
週
月
曜
日
の
午
後
７
時
ま
で

（
た
だ
し
、
月
曜
日
が
祝
日
な
ど
の

閉
庁
日
の
場
合
は
、翌
日
の
開
庁
日
）

▼
延
長
業
務

町
民
生
活
課
町
民
サ
ー
ビ
ス
室

▼
発
行
で
き
る
も
の

・
戸
籍
謄
抄
本
・
除
籍
謄
抄
本
・
そ

の
他
戸
籍
証
明
書
・
住
民
票
謄
抄

本
・
印
鑑
証
明
・
印
鑑
登
録
証
の
交

付
・
身
分
証
明
書
な
ど
の
諸
証
明
書

（
年
金
証
明
書
・
町
制
施
行
証
明
書
）

た
だ
し
、
印
鑑
証
明
お
よ
び
町
政
施

行
証
明
書
以
外
は
、
本
人
確
認
書
類

が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
必
ず
ご

持
参
く
だ
さ
い
。

※
本
人
確
認
書
類

写
真
付
き
の
官
公
署
発
行
の
身
分
証

明
書
（
運
転
免
許
証
・
パ
ス
ポ
ー

ト
・
住
基
カ
ー
ド
な
ど
）

▼
問
合
せ
先

役
場
町
民
生
活
課
町

民
サ
ー
ビ
ス
室

牲
54
・
３
１
１
１
（
内
線
１
４
７)

２年 阿
あ

久
く

澤
さわ

恵
え

里
り

２年 石
いし

関
ぜき

千
ち

裕
ひろ

３年 高
たか

橋
はし

麗
れい

奈
な

３年 佐
さ

俣
また

真
ま

帆
ほ
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吉
岡
都
市
計
画
区
域
の
整
備
、
開

発
お
よ
び
保
全
の
方
針
に
つ
い
て
計

画
案
を
ま
と
め
ま
し
た
の
で
、
次
の

と
お
り
変
更
案
の
閲
覧
と
公
聴
会
を

開
催
し
ま
す
。

１.
都
市
計
画
原
案
の
閲
覧

(

１)

対
象
と
な
る
都
市
計
画
原
案

吉
岡
都
市
計
画
区
域
の
整
備
、
開

発
お
よ
び
保
全
の
方
針(

吉
岡
都
市

計
画
区
域
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン)

の
変

更・
都
市
計
画
の
目
標

・
区
域
区
分
の
決
定
の
有
無

・
主
要
な
都
市
計
画
の
決
定
の
方
針

(

土
地
利
用
・
都
市
施
設
・
市
街
地

開
発
事
業
・
自
然
環
境
な
ど)

(

２)

閲
覧
に
つ
い
て

▼
閲
覧
会
場

県
都
市
計
画
課
、
渋

川
土
木
事
務
所
、
役
場
産
業
建
設
課

▼
閲
覧
期
間

１
月
20
日(

火)

〜
２
月
３
日(

火)

※
土
・
日
曜
日
は
除
く

▼
閲
覧
時
間

午
前
８
時
30
分
〜
午

後
５
時
15
分

▼
問
合
せ
先

県
都
市
計
画
課

牲
０
２
７
・
２
２
６
・
３
６
５
４

渋
川
土
木
事
務
所

牲
０
２
７
９
・
22
・
４
０
５
５

役
場
産
業
建
設
課
都
市
建
設
室

牲
54
・
３
１
１
１
（
内
線
１
６
２)

２.

公
聴
会
の
開
催
に
つ
い
て

▼
期
日
・
時
間

２
月
12
日(

木)

午
後
２
時
か
ら
渋
川
・
吉
岡
の
順
に

開
催

▼
会
場

群
馬
県
渋
川
合
同
庁
舎
３

０
２
会
議
室

▼
公
聴
会
の
傍
聴

希
望
者
は
直
接

会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼
公
述
申
出
書
の
提
出
お
よ
び
公
述

人
の
選
定

公
聴
会
で
公
述
を
希
望

す
る
人
は
、「
公
述
申
出
書
」
を
提

出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。「
公
述

申
出
書
」
に
は
住
所
・
氏
名
・
年

齢
・
職
業
・
電
話
番
号
・
意
見
の
要

旨(
４
０
０
字
以
内)

を
記
入
し
た

「
公
述
申
出
書
」(

様
式
は
問
い
ま
せ

ん)

を
直
接
ま
た
は
郵
送
で
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。
公
述
の
希
望
者
で
同

じ
趣
旨
の
意
見
が
多
数
あ
る
場
合

は
、
公
述
人
を
提
出
先
の
県
知
事
が

選
定
し
本
人
に
通
知
し
ま
す(
代
理

委
任
状
を
提
出
し
、
議
長
の
承
認
が

必
要
と
な
り
ま
す)

。
ま
た
、
文
書

に
よ
り
意
見
の
提
示
を
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す(

こ
の
場
合
、
議
長
に
よ

る
文
書
の
朗
読
を
も
っ
て
意
見
の
陳

国
民
年
金
に
は
、所
得
が
少
な
く
、

保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
困
難
な
場

合
に
、
一
定
の
基
準
に
よ
り
保
険
料

が
免
除
さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
30
歳
未
満
の
人
に
は
、
保
険

料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
る
若
年
者
納

付
猶
予
制
度
が
あ
り
ま
す
。

免
除
や
若
年
者
納
付
猶
予
の
申
請

を
す
る
と
、
本
人
・
配
偶
者
お
よ
び

世
帯
主
（
若
年
者
納
付
猶
予
で
は
世

帯
主
は
除
か
れ
ま
す
）
の
前
年
の
所

得
を
基
準
に
審
査
が
行
わ
れ
、
承
認

さ
れ
る
と
所
得
に
応
じ
て
保
険
料
の

全
部
ま
た
は
一
部
が
免
除
（
若
年
者

納
付
猶
予
で
は
全
額
の
納
付
が
猶

予
）
さ
れ
ま
す
。

一
部
免
除
に
は
、
４
分
の
３
免
除

（
４
分
の
１
納
付
）、
半
額
免
除(

半

額
納
付)
、
４
分
の
１
免
除
（
４
分

の
３
納
付
）
が
あ
り
、
所
得
に
応
じ

た
き
め
細
や
か
な
免
除
の
申
請
が
で

き
ま
す
。

た
だ
し
、
４
分
の
３
免
除
、
半
額

免
除
ま
た
は
４
分
の
１
免
除
が
承
認

さ
れ
た
場
合
に
は
、
残
り
の
保
険
料

を
納
め
な
い
と
未
納
と
同
じ
扱
い
に

な
り
ま
す
。

保
険
料
の
免
除
ま
た
は
若
年
者
納

付
猶
予
の
申
請
は
原
則
と
し
て
毎
年

必
要
で
す
。
た
だ
し
、
全
額
免
除
お

よ
び
若
年
者
納
付
猶
予
に
つ
い
て

は
、
翌
年
度
以
降
分
も
あ
ら
か
じ
め

申
請
（
継
続
申
請
）
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す（
失
業
な
ど
に
よ
る
理
由
を
除

く
）。忘

れ
ず
に
申
請
の
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。

�

�

今月の納税
国民健康保険税・・10期
介護保険料・・・・10期
後期高齢保険料・・・７期

便利で確実な口座振替も利
用できます

納期限　２月２日(月)

述
に
替
え
ま
す)

。

▼
申
込
締
切
日
　

２
月
３
日(

火)

必
着

な
お
、
公
述
人
が
い
な
い
場
合
、

公
聴
会
は
中
止
と
な
り
ま
す
。
そ
の

際
は
、
公
聴
会
開
催
予
定
日
の
１
週

間
前
に
群
馬
県
県
土
整
備
部
都
市
計

画
課
お
よ
び
公
聴
会
の
開
催
予
定
の

場
所
に
そ
の
旨
を
掲
示
し
ま
す
。

▼
公
述
申
出
書
の
提
出
先

〒
３
７
１
ー
８
５
７
０

前
橋
市
大
手
町
一
丁
目
１
ー
１
　
県

都
市
計
画
課
※
郵
送
の
他
、
各
閲
覧

会
場
経
由
で
も
提
出
は
可
能
で
す
。



町の小学校では、毎年５年生が米作り体験を行
っています。先日稲刈りが行われ、たくさんのお
米を収穫することができました。そのお米を、今
回初めて町の小・中学校の給食に使用することと
なり、米作り指導をしていただいた皆さんや、食
材の調達に協力していただいた皆さんを招き、給
食センターで試食会が行われました。
また、小学校では自分たちの収穫したお米を

使った給食を「おいしい！」と皆嬉しそうに味
わっていました。さらにこの日、小分けにされ
たお米が児童たちに配られました。

地元の食材でおいしい給食

学校給食試食会を開催

地
域
の
行
事
や
珍
し
い
出
来
事
な
ど

町
の
さ
ま
ざ
ま
な
話
題
を
お
伝
え
し
ま
す
！

皆
さ
ん
の
身
近
な
情
報
も
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

役
場
総
務
政
策
課
庶
務
行
政
室
　
牲
54
・
３
１
１
１

102009.１

駒寄小持久走大会が、町民グランドを会場に、
ヤマダ電機女子陸上競技部も参加して開催され
ました。
赤城山に雪が降る寒い日でしたが、大勢の保

護者らが沿道から見守る中、ヤマダ電機女子陸
上競技部の選手に励まされながら、子どもたち
は一生懸命走り、完走することができました。

駒寄小持久走大会

ヤマダ電機
女子陸上競技部が参加

皆で収穫したお米を使用した給食は絶品（明治小）

第16回全国中学校駅伝大会が山口県で開催さ
れ、吉岡中駅伝部男子はみごと準優勝の栄冠に
輝きました。
６人の選手たちは精一杯走り、記録は56分

57秒。優勝したチームには20秒およびません
でしたが、吉岡中の強さを全国に見せつけるこ
とができました。
１区横山将吾(３年) ２区中島瑠哉(３年)
３区星名利勝(２年) ４区小林水友(３年)
５区川上　航(３年) ６区馬場祐貴(３年)

吉岡中駅伝部男子

全国中学校駅伝大会で
準優勝！



町および社会福祉協議会介護予防事業「シルバー大学
院」は、社会体育館アリーナで運動会を開催しました。
介護予防サポーターらが協力しながら、赤・青・黄の

３チームに分かれ輪投げやボールリレーなどの競技で点
を競い、にぎやかに運動会を楽しみました。

シルバー大学院

ハッスルハッスル！
運動会開催

11 2009.１

「ドッヂビー」は、ドッヂボールのボールを柔らかい
フリスビーに持ち替えた競技です。
開催当日は、子ども約70人、保護者の皆さん約30人

が参加しました。試合は、親子の対決が行われるなど、
会場は大いに盛り上がりました。

子育連と体育指導委員会が共催

よしおかスポレクフェスティバル
「ドッヂビー」

南下の石関ミチさんが100歳の誕生日を迎え、町と社会福
祉協議会では慶祝訪問を行い、顕彰や記念品を贈りました。
ミチさんは明治41年11月18日生まれ。毎日、新聞を隅か

ら隅まで読み、散歩も一日に数回行うとのこと。「心配事が
なく、周りの人たちのお世話があるからこその長生き」、と
語っていただきました。いつまでもお元気でいてください。

南下の石関ミチさん

100歳おめでとう！

文化センターホールで、元巨人軍投手種部儀康氏を講師に招
き講演会を開催しました。
種部氏は、巨人軍の２年間の下積み時代、１軍昇格後の活躍、

そして日米野球での勝利。華やかに見えるプロ野球界ですが、
日々の努力は相当なものがあったそうです。また、種部氏ご自
身の体の柔らかさを披露し、投手が肘を壊さないための実演を
交えてのお話など、野球の楽しさが伝わる講演会でした。

町野球連盟主催

吉岡町第50回町民野球大会記念講演会
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■教育委員会生涯学習室
54ー0044

ー 平成20年度 ー�
　講演会／園児・児童・生徒意見発表会�
�

“ベストセラー”「インターネットで世界中をかけめぐった現代の民話」�

　講　師　　作家・翻訳家�
　　　　　　池田香代子さん�
　期　日　　１月25日（日）�
　時　間　　午後１時30分開演�
　　　　　　（午後１時開場）�

主催：吉岡町人権教育推進協議会・�
　　　教育委員会・公民館�
共催：吉岡町自治会連合会�

▼
�

▼
�

▼
�

内　容� 場　所� 摘　　　　要�日　　時� 対　象　者�

�

■保健センター内
健康づくり室
54ー7744

【
１
部
】

午
後
１
時
30
分
〜

園
児
・
児
童
・
生
徒
意

見
発
表
会

・
第
五
保
育
園
園
児

・
明
治
小
・
駒
寄
小
児

童
代
表

・
吉
岡
中
生
徒
代
表

【
２
部
】

午
後
２
時
40
分
〜
４

時
10
分

講
演
会

「
世
界
が
も
し
１
０
０
人

の
村
だ
っ
た
ら
」

・
世
界
に
は
63
億
人
の

人
が
い
ま
す
が
、
も

し
そ
れ
を
１
０
０
人

の
村
に
縮
め
る
と
ど

う
な
る
で
し
ょ
う
？

・
今
朝
、
目
が
覚
め
た

と
き
、
あ
な
た
は
今

日
と
い
う
日
に
わ
く

わ
く
し
ま
し
た
か
？
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一
　
般
　
書

児
　
童
　
書

Ｄ
Ｖ
Ｄ
・
Ｃ
Ｄ

伴
天
連
の
呪
い

逢
坂
　
剛

天
才
絵
師
と
幻
の
生
首

佐
藤
雅
美

神
様
の
い
な
い
日
本
シ
リ
ー
ズ

田
中
慎
弥

29
歳

山
崎
ナ
オ
コ
ー
ラ
他

そ
う
だ
っ
た
の
か
！
ニ
ュ
ー
ス
世
界
地
図
２
０
０
９

池
上
彰

子
ど
も
の
た
め
の
ス
ポ
ー
ツ
・
ス
ト
レ
ッ
チ

杉
田
一
寿
・
川
口
毅

封
じ
ら
れ
た
街

沢
村
鐵

デ
ィ
ロ
ン
〜
ク
リ
ス
マ
ス
の
約
束

あ
か
ね
空

ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ
空
を
飛
ぶ

メ
ア
リ
ー
・
ボ
ー
ブ
・
オ
ズ
ボ
ー
ン

■吉岡町図書館　
(文化センター内)

54ー6767

http://www.library.yoshioka.gunma.jp/●休館日
１／１(木)～５(月)・13(火)・14(水)・19(月)
・26(月)・29(木)・２／２日(月)

図 書 館

お知らせ

わらべの会の読み聞かせ

毎週土曜日　午後２時～　

パネルシアター
１月28日(水)
午前10時～／午前10時30分～

や
ま
ん
ば
あ
さ
ん
と
な
か
ま
た
ち

富
安
陽
子

期　　日　　1／23(金)～25(日)�
時　　間　　午前９時～午後６時�
場　　所　　図書館入口前　�
�

図書館で除籍した本を無料で差し上げます�

アンジェリーナはスケーター
文／キャサリン・ホラバード
絵／ヘレン・クレイグ

綾小路きみまろ　爆笑スーパーライブ第３集！
綾小路きみまろ

ディズニーミュージックタウン　ハッピー・クリスマス Around 40
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■教育委員会事務局生涯学習室
54ー0044

11
月
８
日
、
渋
川
総
合
公
園
陸

上
競
技
場
で
群
馬
県
中
学
校
駅
伝

競
走
大
会
が
開
催
さ
れ
、
吉
中
駅

伝
部
は
男
子
が
優
勝
（
４
連
覇
）、

女
子
が
第
５
位
に
輝
き
ま
し
た
。

こ
の
結
果
、
男
子
は
関
東
・
全

国
大
会
出
場
を
決
め
ま
し
た
。
女

子
は
惜
し
く
も
関
東
大
会
へ
の
切

符
を
掴
む
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
優
秀
な
成
績
を
収
め
ま

し
た
。

な
お
、
12
月
７
日
に
山
梨
県
で

開
催
さ
れ
た
関
東
大
会
で
男
子
は

み
ご
と
優
勝
に
輝
き
ま
し
た
。

小
林
水
友
、
山
田
諒
、
米
沢
智
泰
、

川
上
航
、
中
島
瑠
哉
、
馬
場
祐
貴
、

横
山
将
吾
、
篠
原
正
樹
、
星
名
利

勝

岸
香
穂
、
佐
俣
真
帆
、
藤
多
か
お

り
、
松
村
茉
裕
、
加
藤
め
ぐ
み
、

坂
本
小
春
、
大
澤
由
未
佳
、
小
材

茉
央
、
小
材
怜
子

テ
ニ
ス
部
　
男
子
　
第
３
位

一
倉
貴
也
、
秋
山
伊
織
、
岸
佳
津

希
、
大
林
誠
也
、
井
草
康
平
、
南

舘
祐
介
、
小
竹
佑
太
、
飯
塚
健

駅
伝
部 

女
子�

吉
中
駅
伝
部
の
活
躍

吉
中
駅
伝
部
の
活
躍�

吉
中
駅
伝
部
の
活
躍

吉
中
駅
伝
部
の
活
躍�

吉
中
駅
伝
部
の
活
躍�

11
月
16
日
、
町
ケ
イ
マ
ン
ゴ
ル

フ
場
で
30
人
が
参
加
し
行
わ
れ
ま

し
た
。
結
果
は
次
の
通
り
で
す
。

男
子
の
部

優
　
勝

大
林
和
十
郎
　

ネ
ッ
ト
69
・
６

準
優
勝

福
田
　
博
巳
　

ネ
ッ
ト
69
・
６

第
３
位

福
田
　
宏
三
　

ネ
ッ
ト
70

ベ
ス
ト
グ
ロ
ス

松
岡
　
三
夫
　
グ
ロ
ス
64

女
子
の
部

優
　
勝

平
井
　
久
江
　

ネ
ッ
ト
69
・
２

準
優
勝

関
川
理
恵
子
　

ネ
ッ
ト
73
・
８

第
３
位

福
田
　
英
子
　

ネ
ッ
ト
74
・
６

ベ
ス
ト
グ
ロ
ス

関
川
理
恵
子
　
グ
ロ
ス
88

11
月
23
日
、晩
秋
の
晴
天
の
下
、

社
会
体
育
館
と
吉
岡
中
体
育
館
で

吉
岡
町
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会
（
会

長
　
須
田
稔
氏
）
主
催
に
よ
る
第

13
回
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
愛
好
会
交
流

大
会
が
、
今
年
の
締
め
く
く
り
と

し
て
、
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
３
ブ
ロ
ッ
ク

に
わ
か
れ
和
気
あ
い
あ
い
の
も
と

に
も
真
剣
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
結

果
は
次
の
通
り
で
す
。

▼
Ａ
ブ
ロ
ッ
ク

優
　
勝

11
区
　
竹
の
子

準
優
勝

８
区

第
３
位

10
区

▼
Ｂ
ブ
ロ
ッ
ク

優
　
勝

リ
ン
ド
９

準
優
勝

Y
am
ato

第
３
位

榛
東
山
子
田

▼
Ｃ
ブ
ロ
ッ
ク

優
　
勝

６
区
　
フ
レ
ン
ズ

準
優
勝

レ
ザ
ミ

第
３
位

11
区
　
藍

駅
伝
部 

男
子�

第
　
回
町
民
ケ
イ
マ
ン
ゴ
ル
フ
大
会�

15

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
愛
好
会�

交
流
大
会�

吉
中
生
の
活
躍�

吉
中
生
の
活
躍�

平
成
　
年
度
群
馬
県
中
学
校�

新
人
大
会
の
結
果�

20

女
子
の
部
優
勝

平
井
久
江
さ
ん

男
子
の
部
優
勝

大
林
和
十
郎
さ
ん

▲

▲

Aブロック優勝　11区　竹の子

Bブロック優勝　リンド９

Cブロック優勝　６区　フレンズ
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き
か
け
に
よ
っ
て
再
非
行
を
防
止

す
る
と
と
も
に
、「
少
年
の
健
全

育
成
」
と
い
う
基
本
理
念
を
大
切

に
、
犯
罪
被
害
者
等
に
も
十
分
配

慮
し
て
、
適
切
な
少
年
審
判
制
度

の
運
用
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

放
送
大
学

４
月
生
募
集

放
送
大
学
で
は
平
成
21
年
度
第

１
学
期
（
４
月
入
学
）
の
学
生
を

募
集
中
で
す
。

放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
な
ど
の
放

送
を
利
用
し
て
授
業
を
行
う
通
信

制
の
大
学
で
す
。
心
理
学
・
福
祉
・

経
済
・
歴
史
・
文
学
・
自
然
科
学

な
ど
、
幅
広
い
分
野
を
学
ぶ
こ
と

が
で
き
ま
す
。

働
き
な
が
ら
学
ん
で
大
学
を
卒

業
し
た
い
、
学
び
を
楽
し
み
た
い

な
ど
、
様
々
な
目
的
で
幅
広
い
世

代
、
職
業
の
人
が
学
ん
で
い
ま
す
。

▼
出
願
期
間

２
月
28
日(

土)

ま
で
。

資
料
を
無
料
で
差
し
上
げ
て
い
ま
す
。

▼
問
合
せ
先

放
送
大
学
群
馬
学
習
セ
ン
タ
ー

０
２
７
・
２
３
０
・
１
０
８
５

放
送
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
受

付
け
て
い
ま
す
。

募
　
集�

家
庭
裁
判
所
創
設

60
周
年
を
迎
え
て

―
事
件
の
現
状
と
家
庭

裁
判
所
の
取
組
―

家
庭
裁
判
所
は
、
平
成

21
年
１
月
１
日
に
創
設
60

周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

家
事
事
件
に
お
い
て
は
、

近
年
、
成
年
後
見
事
件
が

急
増
し
て
い
ま
す
。ま
た
、

人
事
訴
訟
の
移
管
に
よ
り
、

家
庭
裁
判
所
は
、
家
庭
に

関
す
る
問
題
を
総
合
的
に

取
り
扱
う
裁
判
所
に
な
り

ま
し
た
。
今
後
も
、
創
設

以
来
培
っ
て
き
た
知
識
や

経
験
を
生
か
し
、
適
切
な

解
決
が
得
ら
れ
る
よ
う
努

力
す
る
と
と
も
に
、
利
用

し
や
す
い
裁
判
所
を
目
指

し
て
い
き
ま
す
。

少
年
事
件
に
お
い
て
は
、

近
年
、
事
件
数
は
減
少
傾

向
に
あ
り
ま
す
が
、
そ
の

内
容
は
一
層
複
雑
多
様
化

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
少

年
法
が
３
度
改
正
さ
れ
る

な
ど
、
少
年
事
件
を
取
り

巻
く
状
況
は
大
き
く
動
い

て
い
ま
す
。
家
庭
裁
判
所

は
、
法
改
正
の
趣
旨
を
踏

ま
え
、
今
後
も
教
育
的
働

　11月11日、児童館で大運動会が開催されまし
た。玉入れ、障害物競走、パン食い競争などが行
われ、子どもたちもお母さん・お父さんたちも大

変盛り上がりま
した。�

11月11日� ■児童館

21日（水）�

24日（土）�

26日（月）�

２日（月）�

３日（火）�

１月�

２月�

午後   ４:00～�

　 １　　日�

午後   ４:00～�

午後   ４:00～�

午前  10:30～�

みんなでつくろう！�

リサイクルの日�

映画会�

豆まき�

０、１歳児あつまれ！�

■開館時間�
月～金曜日　午前10時～午後５時�
土曜日　　　午前10時～午後３時�

★英語あそび　午前 10時30分～　金曜日午前�
　１月16日（金）・23日（金）・30日（金）�

★えくぼクラブ　午前 10時30分～�
　１月27日（火）「リトミック」�

11
月
30
日
、
町
緑
地
運
動
公
園

周
回
コ
ー
ス
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

寒
い
中
で
の
開
催
と
な
り
ま
し
た

が
、
町
内
か
ら
小
中
学
校
一
般
お

よ
び
町
外
小
中
高
校
あ
わ
せ
総
勢

４
４
０
人
の
参
加
が
あ
り
、
小
学

１
年
生
か
ら
一
般
60
歳
以
上
の
人

ま
で
、
幅
広
い
選
手
層
の
駅
伝
大

会
に
な
り
ま
し
た
。
コ
ー
ス
の
沿

道
に
は
多
数
の
応
援
者
が
か
け
つ

け
声
援
を
送
り
、
ま
た
恒
例
と
な

っ
た
、
保
護
者
の
お
母
さ
ん
が
用

意
し
た
温
か
い
「
す
い
と
ん
」
を
、

参
加
選
手
・
来
場
者
の
皆
さ
ん
に

配
布
し
、
満
足
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

第
　
回
町
民
駅
伝
大
会
（
第
８
回�

リ
バ
ー
サ
イ
ド
・
パ
ー
ク
駅
伝
）�

18
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内　　　科� 外　　　科� 耳　鼻　科� 歯　　　科�

１�

２�

３�

４�

11�

12�

18�

25�

１�

１�

２�

月�日�

iモード検索�
http://shibukawa.gunma.med.or.jp/i.htm

※変更になっている場合がありますので、医院へ確認してからお出かけください。 ※耳鼻科は診療時間が正午までです。�

平成21年１月～２月分�■休日当番医

厚　成　医　院�
渋川市石原�22-1060

中　野　医　院�
渋川市渋川�22-1219

大井内科クリニック�
北　下� 30-5575

佐　藤　医　院�
下野田� 54-2756

みゆきだ内科医院�
渋川市行幸田�60-6070

西　沢　医　院�
渋川市渋川�22-2324

岡本内科クリニック�
大久保� 20-5353

湯浅内科クリニック�
渋川市渋川�20-1311

石　北　医　院�
渋川市渋川�22-1378

赤城開成クリニック�
渋川市赤城町�20-6500

駒寄こども診療所�
大久保� 55-5252

本　沢　医　院�
渋川市石原�23-6411

川島内科クリニック�
渋川市渋川�23-2001

榛東わかばクリニック�
榛東村山子田�20-5531

菊　地　医　院�
榛東村山子田�54-3346

めぐみこどもクリニック�
渋川市行幸田�30-2022

伊香保クリニック�
�渋川市伊香保町�72-4114

入内島内科医院�
渋川市半田�60-7322

とまるクリニック�
渋川市金井�26-7711

高　井　医　院�
渋川市渋川�22-0076

井野整形外科リハビリ内科�
南　下� 30-5255

関　口　病　院�
渋川市渋川�22-2378

慶　生　医　院�
渋川市渋川�22-0210

桜　井　医　院�
渋川市渋川�22-2360

高野外科胃腸科医院�
渋川市渋川�24-2454

加藤整形外科医院�
�渋川市行幸田�20-1007

宮下外科胃腸科医院�
渋川市渋川�23-3021

真下歯科クリニック�
榛東村新井�54-1366

山崎歯科医院�
渋川市渋川�25-1184

ほしかわ歯科医院�
渋川市石原�24-8835

小野上歯科診療所�
渋川市村上�59-2493

永井歯科医院�
渋川市赤城町�56-8854

佐藤歯科医院�
下野田� 54-8330

佐鳥歯科クリニック�
渋川市渋川�22-0069

三剛歯科医院�
渋川市伊香保町�72-3430

宮下デンタルクリニック�
�渋川市中郷�53-4701

森　医　院�
渋川市石原�23-8733

川　島　医　院�
�渋川市渋川�22-2421

森　医　院�
渋川市石原�23-8733

◎渋川地区消防本部救急病院等案内テレホンサービス　 23-0099 ◎夜間急患診療所（午後７時～午後11時 年中無休） 23-8899
◎「医療情報検索システム」をご利用ください。 パソコンhttp://search.gunma.med.or.jp/gen/ iモードhttp://search.gunma.med.or.jp /imode/

戸
籍
や
人
権
な
ど
に
つ
い
て
分
か

り
や
す
く
お
話
す
る
「
出
前
講
座
」

も
随
時
お
受
け
し
て
お
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、
前
橋
地
方
法
務
局

ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
・
問
合
せ
先

前
橋
地
方
法
務
局
総
務
課
（
担
当

深
代
）

０
２
７
・
２
２
１
・
４
４
６
６

法
務
局
見
学
会
お
よ
び

出
前
講
座

前
橋
地
方
法
務
局
で
は
、
老
人

ク
ラ
ブ
や
町
内
会
な
ど
、
地
域
の

団
体
の
皆
さ
ん
や
小
・
中
学
生
や

高
校
生
な
ど
の
皆
さ
ん
に
、
身
近

に
あ
る
法
務
局
を
知
っ
て
い
た
だ

く
た
め
、「
法
務
局
見
学
会
」
を

随
時
お
受
け
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
皆
さ
ま
の
ご
希
望
に
よ

り
、
ご
都
合
の
良
い
場
所
に
法
務

局
職
員
が
出
向
き
、
登
記
、
供
託
、

講
　
座�

個
別
労
働
紛
争
解
決
制
度

職
場
で
の
ト
ラ
ブ
ル
で
お
困
り

の
人
は
群
馬
労
働
局
へ
ご
相
談
を

▼
相
談
先

群
馬
労
働
局
総
合
相
談
コ
ー
ナ
ー

(

群
馬
労
働
局
企
画
室
内)

０
２
７
・
２
１
０
・
５
０
０
２

前
橋
総
合
労
働
相
談
コ
ー
ナ
ー

(

前
橋
労
働
基
準
監
督
署
内)

０
２
７
・
２
３
２
・
３
６
０
１

多
重
債
務
者
無
料
相
談
会

〜
一
人
で
悩
ま
ず
相
談
し
て
〜

▼
期
日

２
月
７
日(

土)

▼
時
間

午
後
１
時
30
分
〜
４
時

▼
会
場

高
崎
市
役
所
（
高
崎
市

高
松
町
）

▼
定
員

20
人
（
先
着
順
）

▼
申
込
・
問
合
せ
先

高
崎
市
消

費
生
活
セ
ン
タ
ー

０
２
７
・
３
２
７
・
５
１
５
５

０
２
７
・
３
２
７
・
５
１
５
６

相
　
談�
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▼
会
場

渋
川
市
保
健
セ
ン
タ
ー

▼
申
込
方
法

電
話
予
約

▼
問
合
せ
先

渋
川
保
健
福
祉
事
務
所
保
健
係

22
･
４
１
６
６

▼
期
日
　
１
月
20
日(

火)

▼
時
間
　
午
後
１
時
30
分
〜
４
時

▼
会
場
　
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

◆
行
政
相
談

▼
問
合
せ
先

役
場
総
務
政
策
課
庶
務
行
政
室

54
･
３
１
１
１(

内
線
１
２
２)

◆
心
配
ご
と
相
談

▼
問
合
せ
先

社
会
福
祉
協
議
会

54
･
３
９
３
０

◆
人
権
相
談

▼
問
合
せ
先

役
場
健
康
福
祉
課
福
祉
室

54
・
３
１
１
１（
内
線
１
５
１
）

2009.１

平成20年�
12月１日�

人口�

男�

女�

世帯�

19,036人�

9,401人�

9,635人�

6,328戸�

（＋ ５）�

（－ ７）�

（＋12）�

（＋ ４）�

（　）は前月との増減数�

吉岡町�渋川署管内�

発生件数�

死者数�

傷者数�

181件�

１人�

246人�

855件�

７人�

1142人�

平成20年１月１日～11月末日�

■まちの電話帳

■人の動き

■交通事故

役　　　場…………54‐3111�
保健センター………54‐7744�
教育委員会………54‐0044�
文化センター………54‐1161�
図　書　館…………54‐6767�
児　童　館…………20‐5960�
老人福祉センター…54‐3603�
リバートピア吉岡…55‐4126�
緑 地 運 動 公 園…54‐1221

■１月のごみ収集

西部地区�
小倉・上野田・上野原・�
下野田・北下・南下・陣場�

東部地区�
大久保寺下・大久保寺上・�
溝祭・駒寄・漆原西・漆原東�

月曜日�
１月５日・12日　・19日・26日�
２月２日�

木曜日�
１月８日・15日・22日・29日�
２月５日�

火曜日�

金曜日�
燃える�
ごみ�

収集するゴミ／ビン類（無色透明ビン・茶色ビン・その他のビン）、ペットボトル�
※キャップははずし、中を洗って出してください。�
※割れビンは不燃ごみに出してください。�

家電リサイクル法によりエアコン・冷蔵庫・テレビ・洗濯機およびパソコン�
リサイクル法によりパソコンは回収しません。�

水曜日�１月14日・28日�

水曜日�

燃えない�
ごみ�

分別ごみ�

粗大ごみ�

１月６日・13日・20日・27日�
２月３日�

１月９日・16日・23日・30日�
２月６日�

※祝日でもゴミの収集をします。  ※ゴミを出すときは、指定袋で決められた日の�
朝８時までに決められた場所へ出してください。�

祝�

カートリッジガスボンベ・スプレー缶などは、必ず穴をあけて出してください。�
水曜日�１月７日・21日�

１月14日�
�

１月28日�

午前９:30～10:30�
午後１:30～ ２:30�
午前９:30～10:30�
午後１:30～ ２:30

吉岡町児童館（溝祭）�
陣場公会堂（陣場）�
明治小学校東駐車場（北下）�
群馬用水小倉調整池広場（上野田）�

け
い
れ
ん
が
止
ま
ら
な
い
、
呼

吸
が
極
め
て
困
難
な
状
態
、
激
痛

(

腹
痛
・
頭
痛)

、
意
識
が
な
い
、

出
血
が
止
ま
ら
な
い
、
な
ど
の
症

状
が
見
ら
れ
る
場
合
は
１
１
９
番

を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
休
日
・
夜
間
の
受
診

休
日
や
夜
間
の
急
病
は
、
在
宅

当
番
医
や
県
内
９
カ
所
に
設
置
さ

れ
て
い
る
休
日
夜
間
急
患
セ
ン
タ

ー
を
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

休
日
夜
間
急
患
セ
ン
タ
ー
一
覧

h
ttp
://w
w
w
.q
q
.p
ref.gu

n
m
a.

jp
/q
q
/tel/

▼
問
合
せ
先

県
庁
医
務
課

０
２
７
・
２
２
６
・
２
５
３
４

０
２
７
・
２
２
３
・
０
５
３
１

こ
こ
ろ
の
相
談

▼
期
日

１
月
20
日(

火)

▼
時
間

30
分
ご
と
の
予
約
制

受
付
時
間
は
午
後
１
時
〜
３
時

今
月
の�

相
談
会

群
馬
子
ど
も
救
急
相
談

休
日
や
夜
間
に
子
ど
も
が
急
に

具
合
が
悪
く
な
っ
た
と
き
、
す
ぐ

に
受
診
を
し
た
方
が
よ
い
の
か
、

ま
た
、
家
庭
で
ど
の
よ
う
に
対
処

す
れ
ば
よ
い
の
か
な
ど
に
保
健
師

や
看
護
師
が
電
話
で
相
談
に
応
じ

ま
す
。

▼
受
付
時
間

平
日(

月
曜
日
〜
土
曜
日)

午
後
７
時
〜
10
時

日
曜
・
祝
日
、
年
末
年
始

午
前
９
時
〜
午
後
10
時

▼
費
用

無
料(

通
話
料
は
有
料)

▼
相
談
方
法

電
話

＃
８
０
０
０
番(

短
縮
番
号)

▼
利
用
上
の
注
意

こ
の
電
話
相
談
は
、
病
気
の
診

断
・
治
療
を
す
る
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
保
護
者
の
判
断
の
参
考

と
し
て
お
聞
き
く
だ
さ
い
。

▼
料
金

４
’０
０
０
円
〜
１
８
’

０
０
０
円

▼
問
合
せ
先

役
場
総
務
政
策
課

54
・
３
１
１
１(

内
線
１
２
１)

江
戸
褄
紹
介

吉
岡
町
生
活
改
善
会
で
は
、
江

戸
褄
、
喪
服
、
モ
ー
ニ
ン
グ
な
ど

衣
装
の
貸
し
出
し
を
し
て
い
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。



平成13年「ときめき講座」後、野島ミツ様を
先生に手編み愛好会として継続しています。
各々編みたいものを作り、糸を替えて編み称賛。
毎回和気あいあいの雰囲気で楽しく活動してい

ます。手編みのものは体になじみ、とても暖かい
です。

活動日 第２・第４水曜日
時　間　午後１時～４時
場　所　文化センター
会員数 ９人
代表者 齋藤 美津子さん 54-6432

手編み愛好会

vol.214
発　行：吉岡町役場　　編　集：総務政策課　　群馬県北群馬郡吉岡町下野田560番地　　　0279（54）3111（代表） FAX 0279（54）8681
URL http://www.town.yoshioka.gunma.jp
印　刷：松本印刷工業株式会社

活動日 毎週土曜日
時　間 午後７時30分～９時30分
場　所 コミュニティーセンター
会員数　10人
代表者 小材　久子さん　　54-3948

コミセンで佐藤先生の指導のもと楽しく練習し
ています。先生は、初めての人にも基本から丁寧に
教えてくださいます。町民文化祭、伊香保のハワイ
アンフェスティバル、喜楽会などに参加しています。
９月には、上毛新聞主催の「1000人フラ」に

も参加しました。ステキなドレスを着て皆で楽し
んでいます。

吉岡町フラダンス愛好会

斉藤　なつめ ちゃん�
平成18年６月22日生まれ�

 一久さん 順子さんの長女（漆原西）�

・メッセージ�

健康でやさしい子に�
育ってね�


